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プレ大会発表要旨2003.11-14 『デザイン理論』44/2004

カル ロ ・ス カルパ の建 築 をつ くる もの

ブ リオ ン家墓地 を巡 って 一

城崎有沙/大 阪大学大学院文学研究科博士前期課程2年

カルロ ・スカルパの建築を独自のものとし

ているものは何か。その一つとして,建 築物

の細部を飾 るモザイクや金具類,あ るいは壁

や床などの仕上げといった装飾的な要素が挙

げられる。スカルパのデザインは,ヴ ェネ ト

の伝統的な職人技に支えられて実現された。

彼らの共同作業は,確 かに魅力的な作品へと

結実している。

しかし,デ ィテールだけでは建築は成 り立

ち得ない。彼の作品を訪れたとき,デ ィテー

ル以外にも,建 築作品においてスカルパ らし

さを作り出している重要なものがあると思わ

れた。細やかな仕上げが活かされるためには,

それを受け入れる空間が必要であり,そ うし

た空間はスカルパの建築において欠かせない。

本研究では,ス カルパの建築の本質 とはど

こにあるのかについて明らかにするために,

建築の空間に焦点を当て,彼 の晩年の代表作

の一つであるブリオ ン家墓地(1969～78)を

対象に考察を試みた。考察を進めるうえで,

ブリオン家墓地の空間を作 り出す契機 として,

以下のような三つの要素を設定 した。

まず,第1の 契機として挙げられるのは墓

地全体の空間構造である。墓地とその周囲の

環境 との関係によって,建 築空間が作 り出さ

れると考えられる。第2の 契機となるのは墓

地の内部空間である。つまり,こ こで空間と

して考えられるのは,墓 地内のそれぞれの建

造物の持 っている建築空間であり,そ してそ

れらの建造物を繋 ぐものが作る建築空間であ

る。そして,建 築の内部空間が第3の 契機と

なる。建築の内部空間では建築物 と装飾の関

係が重要な意味を持っていると考えられる。

ブ リオン家墓地 は,イ タ リアの家電 メーカー,

ブ リオ ン ・ヴ ェガ社 の創始者で あるジュゼ ッ

ペ ・ブ リオ ンと彼 の家族 のために建設 され た。

生 まれ故郷 のサ ン ・ヴ ィッ トに葬 られ ること

を望んだ ジュゼ ッペの遺志 を受 けて,1969年

に妻オ ノリアナはスカルパに墓地 の設計 を依

頼 した。墓地 の敷地 はイタ リア,ヴ ェネ ト州

のサ ン ・ヴィッ トにあ る村 の共 同墓地 の北東

側 に隣接す るL字 型の土地,約2200㎡ で ある。

墓地 は敷地 の南端にあ るウォーター ・パ ヴ ィ

リオ ン,西 端の礼拝堂,そ して敷地 のほぼ中

央,L字 の角の部分 にあ るブ リオ ン夫妻 の墓

を中心 に構成 されて いる。

この作品で は,施 主 は隣接す る共同墓地 と

の調和 を重視す るという点以外にはほ とん ど

要求 を して いな い。 スカルパがそれまで数多

く手が けて きた レスタウロや美術館の展示計

画 などの作 品と比べ ると,制 約で はあ るがイ

ンス ピレーシ ョンの源で もあった設計上の条

件 はかな り少 な く,ほ ぼゼロに近 いところか

ら発想 しなけれ ばな らなかった。つ まり,ブ

リオ ン家墓地 はほぼ一 か ら作 られ た建築作品

と言 えるだろ う。 この作 品では,ど のような

空間を どのよ うに作 り上 げよ うと したのか,

とい うことが他 の作 品よ りも明 らかに示 され

てい ると考 え られ る。

サ ン ・ヴィッ トの集落を離 れ,南 西 に しば

ら く歩 くと,ブ リオ ン家墓地 の外壁 が畑 の中

に現れ る。 敷地 南側の ウォーター ・パ ビリオ

ンを囲む外壁は,外 側の風景 を完 全に遮 断 し

て いるが,村 の方向 とな る北側 と東側 の外壁

は,内 部を盛 り土す ることによ って,人 が墓

地 内部 に立 った時の 目線 とほぼ同 じ高 さとな
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る。これによって,壁 越 しに見える風景か ら

日常的な町並みが消し去 られ,教 会の鐘楼や

遠 くに見える山々などの遠景のみが借景とさ

れる。また,共 同墓地から切 り離された印象

を与えるのを避けるために,共 同墓地に面 し

た入口棟側の一部分は壁を設けずに階段状の

高低差を付けるのみにとどめられている。

スカルパは,「 あ くまで村の人 と同じよう

に共同墓地に眠る」墓であるという施主の強

い要望に対 して,私 的な墓地を建てると同時

に,既 存の共同墓地を拡張して 「小さな町の

ための公共のオープンスペース」を作るもの

という基本構想を立てた。周囲との繋がりが

重視されたのは,一 人の人間とその人間を取

り巻 く環境との関係を,ひ とつの墓地 と隣接

する共同墓地やその周囲との関係という形で

表そうとしたと考えられる。つまり,ま ず初

めに,第 一の契機となる墓地全体の空間構造

か ら,墓 地は全体として,一 つの独立した空

間でありなが らも,隣 接する共同墓地 との調

和を持った空間であることが分かる。

では,第2の 契機となる内部空間はどのよ

うに構成されているのか。墓地内に点在する

建造物 の間は,入 口棟や通路を通って行き来

することができるが,訪 問者は墓地の全てを

一度に見渡す ことはできない。個々の空間を

結びつけ,空 間全体に繋が りを持たせる要素

となっているのは通路ではなく,ス カルパが

生命を象徴す る要素 と捉えた 「水」である。

最終案では実施 されなかったが,パ ヴィリオ

ンと礼拝堂を囲む2つ の池を繋 ぐ水路を設け

るという案も考えられていた

そしてまた,ブ リオン夫妻の墓の上部に架

けられたアーチも空間を繋ぐ要素となる。アー

チは敷地 のほぼ中心に位置 し,南 側 と西側の

それぞれの空間を繋 ぐ。さらに,死 者 とその

家族,か つて属 していた社会をアーチは繋い

でいる。ブリオ ン家墓地はfつ の家族のため

の墓であると同時に,ジ ュゼッペ ・ブリオン

という一人の起業家のための記念碑でもある。

家族はジュゼッペに対する畏敬の気持ちをこ

の墓地に表そうとした。造形的にも,ア ーチ

に他の建造物にはない曲線を与えられている

ことで差異が強調される。

第3の 契機,装 飾については,実 際の設計

作業か ら明 らかにできるだろう。設計に際し

て,ス カルパはかなり早い段階で計画の基本

的な骨格を決定 し,細 部についてスタディを

繰 り返すという手法を採った。つまり,建 築

への装飾は,ス カルパの場合,装 飾の積み重

ねが空間を生み出されるものというよりもむ

しろ,個 々の建造物空間の繋が りから装飾が

焙 りだされて建築家の意図をより明確 に示 し,

強調する要素 となるものと考えられる。

このように,三 つの契機によって考察 した

空間構成,つ まり墓地全体の空間,墓 地内部

の空間,装 飾は,そ れぞれに重なり合いなが

ら存在 し,単 独の形で明確には現れない。 ま

た,彼 がブリオン家墓地に求めた意義,そ し

て建築にかけた時間や手間は,あ る意味では

無駄なものとも思われるbし かし,こ うした

不確かで,余 剰にみえるところにこそ,ス カ

ルパの建築の魅力があり,彼 の建築の本質に

繋がる要素を見いだせる。
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